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[資産 運用 の 高度 化 」 に 関す る 黄 川田 副 大 臣 の 大 調 講演 


( 令 和 4 年 2 月 2 日 FinCity Global Forum) 





本 年 2 月 2 日 、FinCity Tokyo に よる 「FinCity 
Global Forum」 が 開催 され 、 黄 川田 副 大 臣 が 資産 
運用 の 高度 化 に つい て 、 基 調 講演 を 行い まし た 。 
主 な 内 容 は 以下 の と お り で す 。 

な お 、 会 の 模様 は 、 日 経 チ ャ ン ネ ル ※ か ら ご 覧 
SU まま ds 



























































人 @ イ ン ベ ス トメ ント ・ チ ェ ー ン の 機能 向上 





歴 赴 用 会 視 | は 高 謀 作 つま り 連 用 胃 


て いる 6 
の 強化 を 実現 し て いく た め の 取 組み を 後押し する 
た め 、 様 々 な 課題 に つい て 対話 を 行っ て いま す 。 





























@ 運 用 力 の 強化 に 向け た 資産 運用 会 社 と の 対 
金融 庁 で は 、 運 用 力 強 化 に 向け た 取組 み が 良 好 


















































な リタ ー ン や 残高 拡大 に 繋が る よう 、 資 産 運用 会 
社 と の 継続 的 な 対話 を 実施 し て いま す 。 資産 運用 


2 202U aa IIEG 議 200K の So 





SN 
・ 資金 の 好 循 環 を 実現 し 企業 価値 の 向上 と 収益 の 果実 を 家計 に も た ら す た め に は 、 資産 運 
用 会 社 や 販売 会 社 な ども 含め た 「 イ ン ベ ス トメ ント ・ チ ェ ー ン 」 の 各 参 加 者 が 、 そ れ ぞ 


れ の 役割 を 十分 に 果たす こと が 重要 











・ 顧 客 利益 を 最 優 先 す る “" ガ 
バナ ンス "の 確立 

・ 長 期 視 点 で の 運用 を 重視 
する “経営 体制 "の 整備 

・ 資 産 運 用 会 社 と し て の " 目 



















































































家計 の 安定 的 な _ 販売 会 社 に よる JP 指す 姿 や 強み "の 明確 化 
es の 機能 人 ・ 運用 を 重視 し た “業務 運営 
体制 "の 整備 
「 イ ン ベ ス トメ ント ・ チ ェ ー ン 」 (投資 の 連 貸 ) こう し た 取組 み は 、 直 ち 
顧客 ・ 受 益 者 か ら 投 資 先 企業 へ 投資 が な され 、 そ の 価値 向上 に 6 9 
伴う 配当 等 が 家計 に 還元 され る 一 連 の 流れ を いう に 良好 な 運用 成果 に 繋が る 
も の と は 限り ませ ん が 、 各 
企業 の 持続 的 な 成長 金融 ・ 資 本 市 場 の 社 が 競っ て 運用 力 の 強化 に 
の に a 向け た 取組 み を 継続 し 、3 





欠乏 ペ ス ド メジ トド デ ェ = ンジ ン と は 人 金 副 向 品 の 
販売 を 行う 証券 会 社 や 銀行 に 加え て 、 企 業 年 金 な 
どの アセ ッ ト オ ー ナ ー、 資 産 運 用 会 社 、 金 融資 本 
市 場 、 投 資 対象 と な る 企業 に お ける 投資 資金 の 
連 の 流れ の こと を 指し ます 。 家 計 か ら 企 業 へ 投 
が 進み 、 企 業 価値 の 向上 が 図ら れ 、 そ の 価値 向上 
に 伴う 配当 等 が 家計 に も た ら さ れる と いう 資金 の 
好 循 環 を 実現 する こと が 重要 で す 。 

イン ベス トメ ント ・ チ ェ ー ン の 各 参 加 者 が それ 
ぞ れ の 役割 を 果たせ る よう 、 金 融 庁 は 様々 な 施策 
る GU MI NiO の 寺 思 的 人 下 府 形 
成 に 向け て 、NISA 制 度 な ど を 作っ て いま す 。 企業 
司 NII ee NN ンス 00E の 時 
る 推進 を 促し て いる と ころ で す 。 金融 資本 市 場 に 
NN 取引 所 寺 る 1 のり 記 力 0A 5 の に 6967 
め に どう すべ きか を 検討 し て いま す 。 販売 会 社 に 
対し て は 、 顧 客 本 位 の 業務 運営 等 に 向け 対話 を 継 
続 し て いま す 。 そ し て 、 家 計 と 企業 の 橋渡し を し 

















































































































































































































産 運 用 会 社 が し っ か り と 成 
長 す る こと が 重要 で す 。 


@ フ ァ ン ド の パフ ォ ー マ ンス や コス ト の 国際 比 加 
バク シル ョ ンク 0 20 0 シッ ーッ クレ シンシン ニラ 
を Nd ペン クン 00 い 9 eS GS 
米国 邊 の ラッ ンド の 優 島 220 5 で いま 9 また / 

2N0300 シ 2 2 2 (ククル ンド Sileo 
る と 。 パッ ジフ ステ ァ ジ ド の パタ キー マジ スス が アク 
ディ タマ タテ ァ ジ ド を を 兵 回 人 で い 表 T。 訟 革 アク 
ティ イタ タテ ァ アァ ジ トド は し っ がかり で 上 同 剤 き 訪 介 発 し で 
パッ シブ ファ ンド を 超え る リタ ー ン が 期待 され る 
の CO の 2 の 623 の ウリ ドン ウシ に 定 明 0 
9 の 3 シク 2 ンド し の 訪 の 有人 SN US o 

国内 他社 や 海外 の ファ ンド と も 比較 し つつ 、 こ 
8 語 の 0 語れ ニン の OU CON まな 
全 肖 旧 陸 還 ま 6 生 282 の ON の 9 人柱 紀 
効率 的 に 投資 し て いる か を 確認 し 、 投 資 先 の 企業 
価値 向上 に 取り 組ん で いく べき と 考え ます 。 

























































































日 経 チ ャ ン ネ ル 「FinCity Global Forum」 の 模様 : https://channel.nikkei.co.jp/fincity3/ 




















投資 成果 を 計る 手法 も 明示 され て いな い 。ESG 投 
同等 ペ ジジ マ 全 ク に 愉 する イン デック スラ ァ 資 は 世界 的 な 流れ に な っ て いま す が 、 国 内 外 で 課 

ンド の うち 、 同 じ 資 産 運 用 会 社 ・ 販 売 チ ャ ネル の 題 も 多く 、 信 頼 さ れる 投資 ファ ンド の 組成 が 必要 

中 で 同一 チャ ネル で あっ て も 、 手 数 料 に ば ら つ き に な っ て いま す 。 

が 見 られ まあ これ は 、 同 厨 の ベン チマ ャ マーク を る 用 

いた イン デック ス フ ァ ンド を 新 商品 と し て 複数 組 @ 資 産 運 用 高度 化 に 係る 今後 の 方 針 




















































































































































































































pe の 原因 の 辿っ つ C の の 9 と うん うら (0 9 金融 庁 で は 、 資 産 運用 会 社 ・ 親 会 社 等 と の 対話 
同種 の 商品 で 異な る 手数 料 と いう こと で 、 顧 客 に を 継続 し て いき ます 。ESG 投 資 の あり 方 な どの 論 
NoeN28DAUNS く くま の 点 に つい て し っ か り と 対話 を 行い 、 資 産 運 用 の 高 





そう し た 中 、 最 近 、 金 融 庁 と の 対話 を 通じ て 、 度 化 の 後押し と な る よう に 努め て いき た いと 考え 
ある 社 に お いて 、 複 数 あっ た 信託 報酬 を 統一 化し て いま す 。 対 話 に お いて 確認 され た 各社 の 取組 み 
た 事例 が 見 られ る ほか 、 他 社 で も 統一 化 に 向け た の 進捗 な ど に つい て は 、 本 年 夏 頃 まで に 、 新 た な 
動き が み ら れ ます 。 こ の よう に 、 顧 客 本 位 の 適切 「 資 産 運 用 業 高度 化 プ ログ レス レポ ー ト 」 に 取り 
な 手数 料 水準 を 設定 する こと や 、 わ か りや すく 商 _ まとめ る 予定 で す 。 
品 内 容 を 説明 する こと が 大 切 で す 。 資産 運用 会 社 が し っ か り と 運用 力 を 高め る こと 
が 、 日 本 市 場 の 活性 化 に 繋が り 、 国 際 人 金融 都市 ・ 
東京 が 実現 に 向け た 機運 を 生む と 考え て いま す 。 
則 寺 ボン ュー トラ ル へ の 取組 み は 全 世 界 に 広 当 庁 も 業界 の 前 向き な 取組 み を 後押し し て いき ま 
90820 ま 070 証 選 ODN 0 0 
ナブ ル 投 資 も 増加 傾向 で す 。 欧州 で は 特に 顕著 で 
3 馬上 2025 年 ま 'GNOB8 ト ドレ ん を 相 2A の 目 の 6 
全 投 資 の 3 分 の 1 程度 と な る 見 込み で す 。 国内 に 
お いて も 、ESG 関 連 フ ァ ン ド の 新設 本 数 は 増加 傾 
回 0 旨 記 2020 中 8982K GA) 2021 人 生き 信 以 






































































































































































































































Tokyo, a sl【goEI financial city 





上 の 86 本 と 旋 ろう て いい 記 Fe この dE う ee ESG 関連 where new businesses are created. 


Fn ley. 区 [ 





アン ド は 急激 に 増加 じ し で いま が 、 ク リー シン 
ウォ ッシュ へ の 懸念 も 出 て き て いま す 。 例 えば 、 
ESG 投 資 を うた っ て いる が 、 どの 程度 、 環 境 や 社 
会 を 考慮 し た も の で ある の か わか ら な い 、 ま た 、 MA 、、 


実際 は 一 般 的 な ファ ンド と 中 身 は 変わ ら な い 、 と 較 還 本 引当 較 ク WW 






































の 懸念 が 指摘 され て いま す 。 

こう し た 議論 は 国際 的 に も 活発 に 行わ れ 始め て 
いま す 。 証 券 監督 当局 の 集まり で ある IOSCO が 昨 
年 11 月 に 報告 書 を 発表 し て いま す 。 こ の 中 で は 
商品 名 、 投 資 目的 ・ 投 資 戦略 、 銘 柄 選 定 、 投 資 成 
果 、 開 示 な ど に お いて 、 様 々 な 問題 が 指摘 され て | 本 束 ・ 詳 潰す る 仙川 田 可 大 臣 | 
いま す 。 商 品名 に 「 サ ステ ナブ ル 」 や 「ESG」 と 
明記 し て いる 一 方 で 、 投 資 目的 は 金銭 的 リタ ー ン 
の み と い う も の も ある 、 と 指摘 され て いま す 。 ま 
た 、 実 際 の 投資 目的 ・ 戦 略 に お いて 、 全 く ESG を 
考慮 し て いな いと いう 事例 も ご ざい ます 。 さ ら に 、 





































































































































































































政策 解説 コー ナー 





政府 は 、 国 際 金 融 セ ンタ ー と し て の 日 本 の 地位 
を 確立 すべ く 、 海 外資 産 運 用 業者 等 の 参入 促進 に 
取り 組ん で いま す 。 法令 改正 を 始め と する 様々 な 
制度 改正 に 加え 、 誘 致 対象 で ある 海外 金融 事業 者 
の 間 で の 日 本 の 取組 の 認知 度 を 高め る こと も 同様 
に 重要 だ と 考え て お り 、 総 合 政策 課 で は 、 特 設 
ウェ ブ ペ ー ジ の 開設 や ウェ ビ ナ ー の 開催 等 の 情報 
発信 ・ プ ロモ ーション 活動 も 強化 し て いる と ころ 
で Fe 

本 稿 で は 、 プ ロモ ーション 活動 の 一 環 と し て 、 
本 年 1 月 に 立ち 上 げた 人 金融 店 公式 LinkedlIn ペ ー ジ 
NSRS IN 




















1 . LinkedIn っ て 何 ? 

LinkedIn (リン クト イン ) と は 、 世 界 最大 級 の 
ビジ ネス 特 化 型 SNS で あり 、 主 に ビジ ネス の 関連 
の 情報 発信 や ネッ トワ ー ク の 構築 、 採 用 / 転 職 活 動 
の 祥 ⑫、 人 周 六 > 寺 の 人 UNKW 有 MUSICUUOERIG 
LinkedIn に 登録 し て いる 個人 の 多く は 実名 で 活動 
し て お り 、 学 歴 や 職歴 な どの 詳細 な 個人 情報 も 公 
開 さ れ て いる の が 大 き な 特 徴 で す 。 その 結果 、 よ 
り UX ニ ダッド され た マー 2 ティ ンク 活動 本 能 信 
02 の 200S 

坦 累 欠 休 2@ 和合 N2Z カウント 2 < は 8 信人 
以上 (本 年 1 月 時 点 ) が LinkedIn を 利用 し て いる 
ほか 、 法 人 アカ ウン ト と し て は 、 海 外 の 金融 機関 
だ け で な く 、 政 府 機関 や 金融 当局 も LinkedIn を 通 
じ て 積 極 的 に 情報 発信 を 行っ て いま す 。 





















































2. な ぜ LinkedIn で 情報 発信 する の ? 





日 本 国内 の 各 主 要 SNS の 月 間 利 用 者 数 を 比較 す 
る と 、LinkedIn の 200 万 人 ま 1 は 、Twitter の 4.500 万 
人 ※2 や Facebook の 2.600 万 人 ※ ま 3 と 比較 する と 、 見 
劣り する の も 事実 で す 。 他 方 で 、 我 々 の 国際 金融 
セン ター の 取組 は 、 (1 ) 英語 で の 発信 が カギ を 
方 っ で いる こと 、 (る 有 2) 穫 界 の 金融 選 芝 系 ス 
ソン の 間 で の 認知 を 高め る 必要 が ある こと 、 の 主 
蛋 有 2 点 の ら 。、E ン スバ 村人 作 弄 の クニ バル 。 SNS 
と の 親和 性 が 強い と 考え 、 本 年 1 月 に 新た に 
LinkedIn に 金融 庁 の 法人 ペー ジ を 公式 に 開設 いた 
だ ( 別 RU 。 2 | 隊 窟 まう に こき 海 
外 の 事業 者 に 向け た 情報 発信 を 主要 な 目的 と し て 
NEC EMBENS PIERU SC GSR 

これ まで 当 庁 で は 、 日 本 へ の 拠点 開設 を 検討 す 
る 海外 金融 事業 者 へ の プロ モー ショ ン 活 動 と し て 、 
特設 ウェ ブ ペ ー ジ で の 情報 発信 や 、 外 部 団体 が 主 
催す る ウェ ビ ナ ー へ の 登壇 を 中 心 的 な 活動 と 位置 
全く きま た も ら ク ん EE PA 導 人 太 の アク 申 
A De 
の IO 肖 是 SN 人 IISNN INS ウニ ン 6 の 
i ム 
ペー ジ を 定期 的 に 訪問 し て くれ る 外国 の 事業 者 の 
廊 科 降 。 織 窓 次 が ら 。、 そ を そう 多く 恋い と 軒 る で い 庄 
9 まだ 、 タニ エビ ヒナ ほっ つい で も 年 間 で 10 や 20 
回 程 慶 登 増 で きれ ば 良い 方 で 、 活 動 回 数 は 限界 
AN2202】 SC 


用 / ヾ 全 











( 別 添 ) 金融 庁 LinkdIn 公 式 ペ ー ジ 





Financial Services Agency, Japan (JFSA, 金融 庁 ) 
Japan as an International Financial Center; The Official Website of the Financial Services 
Agency, Japan 


※1 2022 年 2 月 時 点 (https: 


news.linkedin.com/about-us#Statistics) 





twitter.com/TwitterJP/status/923671036758958080) 





3 ※2 2017 年 10 月 時 点 (https: 


※3 2019 年 7 月 時 点 (https://japan.cnet.com/article/35139021/) 





この 点 、LinkedIn で は 、 ユ ー ザ ー が ひと た び 金 財 
Np ニン る ラン 2 ボ 目 二 き IIG US 目 念 の 
ら 毎回 金融 庁 の ペー ジ を 見 に 行か な く て も 、 自 分 の 
タイ ムラ イン に 人 金融 店 の 投稿 が 自動 的 に 流れ て きま 
す 。 ま た 、 我 々 と し て も 、LinkedIn の 投稿 自体 は 、 
ウェ ビ ナ ー へ の 登 協 な ど と 比較 的 し て も 容易 で す 。 
よっ て 、LinkedIn を 通じ た 広報 は 、 こ うし た 既存 の 
チャ ネル で の プロ モー ショ ン 活 動 を 補完 し て くれ る 
も の だ と 期待 し て いる と ころ で す 。 











3. 2 か 月 運用 し て みて の 感想 は ? 
日 本 の 官公 庁 の 中 で は 、 官 邸 が 「Government of 
Japan]」 と いう 公式 ペー ジ を 開設 し 、 目 本 の イメ ー 
シン シソ クロ 向上 語 8 人 の 柄本 有 le 
委 mKedlW を 吾 用 @G い ます 9 の が 更に 言 は 会 式 
ペー ジ を 開設 し て いる 省庁 は 金融 庁 以外 に は な く 、 
まだ まだ 日 本 の 官公 庁 で の 活用 事例 は 少な く 目 新 し 
い 取 組 の よう で す (例え ば 、JICA や JETRO、 日 本 取 
引当 MMOG ニン AUS 

20000 とら の っ (の | 説 当 全 は 当所 0B や 
現役 職員 の 方 々 か ら 、 好 意 的 な フィ ー ド バッ ク を 多 
数 いた だ きま し た 。 運用 を 担当 し て いる 職員 と し て 
( 二 還 寺 便 の 1 こ ド パ クッ ク の 2 市 に 吉 全く 且 和 る 
中 きま た 

他方 で 、 運 用 開始 か ら 約 2 か 月 が 経過 し まし た が 、 
総合 政策 課 の 職員 で 、 一 か ら 投 稿 文 や 画像 を 作成 し 
て いる た め 、 日 々 、 試 行 錯 誤 の 連続 で も あり ます 。 
LinkedIn の 場合 、 リ アル タイ ム で 閲覧 数 や クリ ッ ク 
数 、 リ アク ショ ン (Like な ど ) と いっ た 分 析 結 果 が 
表 2NSM る SOI く D だ ニタ あの 0 2 の うら 
どの よう な 投稿 だ と 影響 力 が より 大 きく な る の か 、 
模索 し て いま す 。 
具体 的 な エピ ソー ド と し て は 、 例 えば 、 分 か りや 
すく 説明 し た イン タビ ュー 記事 を 職員 の 写真 と 合わ 
せ て 投稿 し た と ころ 、 通 常 よ り も 閲覧 数 が 大 きく 伸 
び 、 内 容 に つい て も 世界 か ら 多 数 の Like が 集まっ た 
他 、 当 該 職 員 宛 に 別 の 団体 か ら 新 た な イン タビ ュー 
の 依頼 が 届き まし た 。 他方 で 、 画 像 を 1 枚 だ け 添 付 
する と 、 そ の 画像 は 画面 全体 に 大 きく 表示 され る に 
も 関わ ら ず 、 画 像 を 2 枚 添付 し た 際 に は 、 両 方 が 小 
さく 見 切れ て し まい 、 そ れ が 一 因 か 閲覧 数 や クリ ッ 
ク 数 が 伸び 悩ん だ こと が あり まし た 。 






























































































































































































































































※4 金融 庁 Linkdln 公 式 ペ ー ジ は https://www.fsa.go.jp/news/r3/sonota/20220104/20220104.html を ご 参照 くだ さい 。 





こう し た 点 る 星 ま える と 、 個 大 的 に は 、 以下 の 2 
の 時 呆 肖 者 200 い いま の 用 に 2 ミッ (ロン 
ス の ペル ソナ を 想像 し な が ら 、 分 か りや すく 説明 す 
る こと 。 役所 に あり が ちな 紋 切 り 型 の 回 答 を 繰り 返 
す の で は な く 、 趣 旨 や 背景 も 含め て か み 砕 いて 解説 
9 る a と を 抽 UC い まり 用 入 本 の 読み や 
すさ や 「SNS 映 え 」 も 意識 する こと 。 世 の 中 に コン 
2/70R0P 9222HICMO2OEEIIG NN の 220Ro 
写真 も 活用 し つつ 、 手 に 取っ て も ら う チャ ンス を 増 
0 OS 























4. 最後 に 
現時 点 で も 多く の 好意 的 な フィ ー ド バッ ク が 集 


まつ GO ま 9 の 金曲 抽 人 パニ ン の アア 者 四 時 語数 
は 約 600 名 と 、 約 10 万 人 程度 の フォ ロワ ー が 存在 す 
る 海外 当局 と 比較 する と 、 発 信 力 に は まだ まだ が 改善 
の 余地 が ある と 痛感 し て いる と ころ で す 。 

今後 の 我々 の 取組 と し て は 、LinkedIn を 活用 し て 
いる 関係 機関 と も 連携 し た り 、 発 信 す る 内 容 に つい 
て も 拡充 し た り し な が ら 、 更 な る フォ ロワ ー 増 加 や 
発信 力 強 化 を 目指 し て まい り ま す 。 英 語 発 信 に 適し 
た 政策 分 野 で 取り 組ん で いる 各課 の 皆様 に お か れ て 
は 、 総 合 政策 課 に 積極 的 に 投稿 の ネタ を 提供 し て い 
半 選 る と 且 の り ま すう 

まこ うつ (SNS で の 人 情報 発 計 に 少 で で 貞 人 6 
を お 持ち の 方 に お か れ ま し て は 、 ぜ ひ フ ォ ロ ー や リ 
アク ジジ ※ 才 願い じき すず “4 Am の ハ 026 ら の 
関わ り 方 は 別に し て 、 我 々 と 一 緒 に 試行 錯誤 し て い 
く メ ン バ ー を 絶賛 募集 中 で す 。 一緒 に 金融 庁 公式 
2 ニン 2 月 (0 さき UN 
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政策 解説 コー ナー 





1. は じ め に 
本 年 4 月 に 、 成 年 年 齢 が 18 歳 に 引き 下げ られ ま 
5 記 二 20PESUE NO BUUEAOES ES (以下 、 塵 


2. 日 本 貸金 業 協会 で の 自主 ガイ ドラ イン の 策定 
貸金 業法 上 、 過 大 な 貸付 け の 防止 の 観点 か ら 
貸金 業者 が 顧客 に 対し て 顧客 の 年 収 の 3 分 の 1 を 



























































に 「 若 年 者 |] と いう 。) が 積極 的 に 社会 の 中 で 主 
体 的 な 役割 を 果たし 、 社 会 に 大 き な 活 力 を も た ら 
1990 Ne 9 庫 に: 当 70 5 
契約 を 結ぶ こと が 可能 に な る こと か ら 、 悪 徳 業者 
に よる 消費 者 被害 の 発生 防止 等 の 取組 み を 進め る 
こと も 重要 で す 。 金融 分 野 で は 、 若 年 者 が 返済 能 
力 を 超え た 借入 れ を 行い 、 過 大 な 債務 を 負う こと 
が 懸念 され て いま す 。 こ の た め 、 貸 金 業界 に お い 
て は 、 若 年 者 の 多重 債務 防止 に 向け た 貸金 業者 の 
自主 的 な 取組 み に 関し て ア 
好 事 例 (利用 限度 額 を 通常 より 低く 設定 する な 
ど ) を 業界 内 で 横 展開 し て その 推進 を 図る な どの 
上 細 腔 AG きま 
この よう な 中 、 本 年 1 月 7 日 、 成 年 年 齢 引下げ 
に 関す る 関係 閣僚 会 合 が 開催 され 、 若 年 者 の 消費 
者 被害 等 を 防止 する た め の 政 策 パ ッ ケ ー ジ が 取り 
まとめ られ まし た 。 貸金 業 の 関係 で は 、 若 年 者 が 
遇 ASGi1 癌 時 960 の SC EGO 語 IE 
で の 取組 み を 更に 進め る 観点 か ら 、 以 下 3 点 が 感 
りり AD NIS 

① 日 本 貸金 業 協会 に お ける 自主 ガイ ドラ イン の 

策定 と 当局 の 監督 ・ 検 査 に よる 遵守 状況 の モ 
00 

② 金 融 教 育 に 関す る 指導 教材 の 作成 ・ 
③ 日 本 貸金 業 協 会 






































































































































活用 
と 連携 し た 周知 ・ 啓 発 



































以下 、 各 施策 の 取組 状況 に つ NN 
な お 、 各 施策 の 取組 状況 に NM 
し ェ ブ サイ ト の 成年 年 齢 引下げ 

















金融 庁 
a 設 ペ ペー 


ジ に も 随時 掲載 し て いま す の で 、 こ ちら も 是非 ご 
た 
※1 本 年 1 月 7 日 、 成 年 年 齢 引下げ に 関す る 関係 閣僚 会 


ン ケ ー ト 調査 を 実務 し 、 








20NNDMKS II の ONS の 2 SUUOUOGNEe 下 庄 
た 、 そ の 実効 性 を 担保 する た め 、 貸 金 業 者 は 、 顧 
客 か ら 収 入 の 状況 を 示す 書類 (給与 明細 や 源泉 徴収 
票 ) の 提出 を 受け る こと と され て いま す 。 た だ し 
MOGUZOUIM2GI Ea 算 で 100 万 円 
以下 ) の 場合 は 、 収 入 の 状況 を 示す 書類 は 不要 と 
され 、 年 収 は 顧客 の 自己 申告 で も 可能 と な っ て い 
まま 

若年 者 (特に 学生 ) は 、 一 般 的 に 収入 が 低い と 
A 
下 の 貸 付け が ほとん ど と な り 、 年 収 の 確認 は 自己 
a 社会 経験 や 金融 
に 関す る 知識 が 十分 で な い 若 年 者 が 安易 な 気持 ち 
で 皿 際 まり 名 い 箇 収 褒 同局 還 短 し で し 評 う と 、 冬 
収 に 比 し て 過大 な 債務 を 負う 危険 が 生じ て し まい 
まま 。 

の MNO 80 居 肖 に 敵 み る と a 過大 な 債 
務 を 負う こと が な いよ うに する た め に は 、 貸 金 業 
者 に お いて 、 若 年 者 の 収入 の 状況 を a り と 確 
、 過 大 な 貸付 け を 防止 する こと が 、 最 も 重要 
MDIKSIB6GENZUNIS コ Go ILSESl レ Me く SS らし 2 
貸金 業 協会 (自主 規制 機関 ) の 自主 ガイ ドラ イン に 
「 若 年 者 へ の 貸付 け は 、 貸 付 額 に か か わら ず 、 収 
入 の 状況 を 示す 書類 の 提出 を 受け 、 こ れ を 確認 
9 目 (eUANSm 22U ま た 目 人 時 7 シラ 
イン は 、 本 年 2 月 16 日 、 同 協会 0 人 
公表 され る と と も に 、 同 日 付け で 、 金 融 庁 か ら 全 
て の 貸金 業者 に 対し 、 I 尊 守 す 
る よう 要請 し て いま す 。 

本 年 4 月 以降 は 、 各 貸金 業者 が 自主 ガイ ドラ イ 
ン を 遵守 Pe いる か 槍 続 PCG 確認 MG いく = と 






































































































































































































































お ける 「 若 年 者 の 消費 者 被害 等 を 防止 する た め の 





主 な 施策 | に つい て は 、 A 














https://www.kantei.go. hikisage/dai1/siryou.pdf を ご 参照 くだ さい 。 

















※2 本 年 1 月 17 日 公表 の 成年 年 齢 引き 下げ 





に 関す る 特設 ペー ジ に 


DD い NC 


5 https://www_fsa.go.jp/ordinary/chuui/seinen.html を ご 参照 くだ さい 。 


























が 重要 だ と 考え て いま す 。 今後 、 日 本 貸金 業 協 会 
と も 連携 し な が ら 、 当 局 の 監督 ・ 検 査 を 通じ て 、 
= の 40 の し 0 aoaesi 






































3. 銘柄 教育 に 関す る 指導 教材 の 作成 
若年 者 が 過大 な 債務 を 負う こと が な いよ うに す 
る た め に は 、 貸 金 業者 側 の 対応 に 加え て 、 若 年 者 
の 金融 リテラ シー を 高め る こと も 重要 で す 。 本 年 
4 月 か ら は 、 新 高校 学習 指導 要領 実施 に より 、 家 
庭 科 で の 金融 教育 が 拡充 され る こと を 踏ま え 、 指 
導 教 材 を 作成 中 で す が 、 こ の 指導 教材 に 成年 年 齢 






























































若年 者 向け の 周知 ・ 啓 発 活動 を 行う に 当たっ て 
は 、 堅 苦し い 内 容 ・ 表 現 で は な く 、 如 何 に 効果 的 
に 若年 者 に 訴求 する か が 重要 で ある と 考え られ ま 
す 。 こ の た め 、 過 剰 借入 ・ ヤ ミ 金 利用 に 関す る 注 
意 喚起 ね も 、 う ん こ ド リル の キャ ラク ター を 用 いた 
和男 竜 俸 万 豆 る こと ほじ し 評 し 次 a 

動画 は 、8 本 ( 各 15 秒 ) 作成 し て お り ま す 。 そ 
れ ぞ れ 、 過 剰 借入 ・ ヤ ミ 金 利用 を テー マ と し て お 
り 、 各 テー マ と うん こと の 共通 点 を 謗 か け で 考え 
OOINISRNG AN SD NN It 月 2 目 
YouTube の 金融 庁 チ ャ ン ネ ル に 掲載 し まし た の で 、 
身 き NN 選 お が 4 5 選 作 に 下 く SO 




















































































































絢 且 MDUWG の 内 衝 も 釣り 5 こら 0U いき 
す 。 当該 教材 は 、 教 員 に よる 授業 や 金融 庁 職員 に 
よる 出張 授業 等 で 活用 し て いく 予定 で す 。 











4. 日 本 貸金 業 協会 等 と 連携 し た 周知 ・ 啓 発 
成年 年 齢 引下げ を 踏ま えた 若年 者 向け の 周知 ・ 
記 発 活動 GIIq これ まで も 取 細 を 価 っ iq き で い 
40020 こ 2 の 00 の OU ま NMO Eee 委 必 に 860) 
る 259 トレ の ON ラク クー る 訓 用 し た 寺 発 邊 
画 と 、 日 本 貸金 業 協会 が 行っ て いる YouTube 広 告 
2 上 ni で NAOCG いま の 9 
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(1) う ん こ ド リル の キャ ラク ター に よる 啓発 動画 

うん こ ド リル と は 、( 株 ) 文 響 社 が 出版 する 、 う ん 
本 クン る し だ IO いや キマ ラク クー る 用 
afEP52USSS 省 IN AG NR 伸 
の 園 論 * 算 泊 * 英 論 ドリ 泌 冬 ほ 加 乏 。、 圧 学 入 計 の 
En 人 2 020520 60 直 2 GII まで 
原 で うん ここ トリ ルル と 己 送 し 1 ジス タ ニッ ツ ト ド 
思 應 お金 に つい で 楽し 《 学 べく 1 うん こう お 介 下 トリ 
ル 」 (うん こ ド リル メ 金 融 店 ) を 公表 し て いま す 。 





























旬 いい ね ゃ !253.637 

















※3 うん こと ドリ ル の キャ ラク ター を 




















いた 動画 に つい て は 、 




















今後 は 、 こ れ ら の 動画 を S N S 等 で 積極 的 に 展 
陳 了 還 る zi Ga まり に 自 さま し お 000 (も 5 
N S 等 で の 展開 ・ 拡 散 に 御 協力 いた だ け ま す と 幸 
ンド GDI22 く の ) UIGN も OS と 
に より 、 若 年 者 の 消費 者 被害 の 防止 に 繋が る こと 
を 、 切 に 願っ て お り ま す 。 















































(2) 日 本 貸金 業 協会 の YouTube 広 告 

日 本 貸金 業 協会 に お いて 、 本 年 3 月 か ら 、 若 年 
者 が 注意 すべ き 金 融 ト ラブ ル 事 例 や 同 協 会 の 若年 
者 向け 特設 ウェ ブサ イト を 紹介 する YouTube 広 告 
(15 秒 の 啓発 アニ メー ショ ン 動 画 ) を 実施 する こ 
と と し て いま す 。 同 協会 に に る と 、 3 ヶ月 間 で 10 
訪 ア 色 選 六 る 上 演じ で いる と の こと で すす 。 
15 秒 の 広告 動画 が 流れ た 後 、 よ り 詳 細 な 長編 
(3 分 程度 ) の 啓発 動画 (6 本 ) が 掲載 され た 
ペー ジ に 起 移 する 仕組 み で す 。 本誌 を お 読み の 皆 
さま に お か れ て は 、 周 り の 若年 者 を お 誘い の 上 、 
是非 一 度 ご 覧 くだ さい 。 


























































































































5. 最後 に 














成年 年 齢 が 引き 下げ られ る 本 年 4 月 まで 、 も う 
あと 僅か で す 。 成 年 年 齢 引下げ 対応 を 行っ て きた 




















UN II 世 入 準二 を iiG き こら こ の ろ 
で す が 、 実 際 に は 4 月 か ら が スタ ー ト で す 。 こ れ 




















まで 行っ て きた 各種 取組 を 意義 の ある も の と し 、 
若年 者 が 過大 な 債務 を 負う よう な 事態 を 生じ させ 
な いよ うに 、 今 後 も 気 を 引き 締め て 頑張 っ て いき 
SGS まま 東 。 
































金融 庁 公式 YouTube 








https://www.youtube.com/playlist2list=PL0cfkMfU1dbmcnFFAikUDnkPVcbN5CSqb か ら ご 参照 くだ さい 。 


金融 行政 モニ ター 制度 








〇 金融 行政 モニ ター 制度 と は 
金融 庁 で は 、 こ れ ま で も 様々 な 手法 に より 金融 機関 や 一 般 の 方 々 か ら 、 金 融 行政 に 関す る ご 意見 等 を お 
伺い し て お り ま す が 、 金 融 機関 な どか ら は 、 聴 き 手 が 金融 店 職員 で ある こと に より 、 必 ず し も 率直 な 意 
等 を 言う こと は 難し いと の ご 指摘 も ある と ころ で す 。 
の 、 (参考 ) 金融 行政 モニ ター の 流れ 
人 ーーーーーーーーー ニ ーーー ニーーーーーーーーーー ーー 


28 年 1 月 より 、「 金 融 行 政 モ ニタ ー 受 付 : 金融 行政 関係 者 
窓口 」 を 設け て お り ま す 。 これ は 、 金 融 : 和光 が 学閥 









機関 及び その 職員 、 学 識 経験 者 や シン ク |!" 5 の 
タン ク 、 事 業 会 社 を は じ め と する 金融 行 ーー 
政 に ご 意見 等 を お 持ち の 方 か ら 、 金 融 庁 馬 い 1 
職員 で は な く 中 立 的 な 第 三 者 で ある 外部 | aa 

専門 家 (以下 、「 金 融 行政 モニ ター 委員 mW 
」 ※) が 直接 に ご 意見 ・ ご 提言 ・ ご 批判 a の た め に 活用 。。 
な ど を お 聞き し 、 寄 せら れ た ご 意見 等 を 「 生 せら れ た せら れれ た 下見 等 の 押入 ! 
金融 行政 に 反映 する こと を 可能 と する 仕 金融 行政 モー ター 委員 の 
組み で す (中 立 的 な 第 三 者 で ある 外部 専門 家 ) TT : 


! 係る 情報 は 非 公表 





























〇 寄せ られ た ご 意見 に つい て 

寄せ られ た ご 意見 に つい て は 、 金 融 行政 モニ ター 委員 の 見 解 が 付 さ れ た 上 で 、 金 融 庁 幹部 職員 等 へ 届け 
られ ます 。 これ ま で 229 件 の 意見 ( 令 和 3 年 12 月 31 日 現在 ) を 受け 付け て お り 、 金 融 庁 の 対応 と と も に 主 
な 意見 の 概要 を 、 当 庁 ウ ェ ブ サイ ト に 公表 し て いま す 。 

例え ば 、 外 国 銀行 支店 に 係る 事業 年 度 の 弾力 化 や 、 現 金 等 紛失 に 係る 不祥事 件 届出 の 金額 基準 の 撤廃 な 
ど 、 制 度 改 正 に 繋が っ て いる ケー ス の ほか 、 最 近 で は 、 金 融 機関 に お ける 旧姓 使用 や 前 払 式 支払 手段 の 発 
行者 へ の 対応 
に 関す る も の 
も あり ます 。 が な に 間 折 を 併記 する こと が 可能 に な っ た に も か 


か わら ず 、 預 金 取 引 等 に お いて 、 旧 姓 が 使用 で き な か っ た り 、 使 用 し 
づら か っ た りす る こと が あり 、 人 金融 庁 か ら 金 融 機 関 に 対し て 指導 を し 


金融 行政 に | て ほし 。 
関す る 意見 や 
提言 を 金融 庁 
に 届け る チャ 


ネル の 一 つと を 前 私 式 壇 か 手段 の 発行 者 へ の 対応 
し て 、 金融 行 

















金融 機関 に お ける 旧姓 使用 に 関す る 対応 




















【 金 融 庁 の 対応 】 
今回 の 意見 を 踏ま え 、 改 め て 全国 銀行 協会 等 の 各 業 界 団体 に 対し て 、 旧 
姓 に よる 口座 開設 等 の 申し 込み を 受け た 場合 に は 、 例 えば マネ ロン 対策 な 
ど 金 融 機関 に お いて 新旧 両 姓 の 双方 を 適切 に 管理 する 上 で 真 に 必要 と な る 
手続 き 等 に つい て 丁寧 且つ 積極 的 に 顧客 説明 を 行い 、 顧 客 か ら の 十分 な 理 
解 を 得 つ つ 、 可 能 な 限り 円 滑 な 対応 を 取る こと 等 を 要請 し た 。 

また 、 引 き 続 き 旧 姓 の 通称 使用 の 拡大 を 推進 する 観点 か ら 、 金 融 機関 に 
お ける 上 旧姓 に よる 口座 開設 等 の 対応 状況 ・ 課 題 等 に つい て 実態 提 握 を 実施 
する と と も に 、 和 金融 機関 に お ける 顧客 対応 の 向上 に 向け た 取組 み を 促し て 
いく 。 


/ Tamronm) 






































































































































































































































ニー ター 制 【 容 せら れ だ 意見 等] i 前 払 式 支払 手段 関す る 相談 ・ 苦 情 等 が 当 庁 に 寄せ られ た 場合 は 、 管 轄 
RE 圭 紀 し て プリ ベイ ド 痢 夫 サ ービス 人 を 利用 する た め 。 翌年 分 の ブリ する 財務 局 等 を 通し て 沿 家 当該 前 払 式 支 払 手段 発行 者 に 情報 提供 を 行っ て 
度 を 引き 続き イド カー ド を 前 も っ て 購入 し た 。 そ の 際 、 有 効 期限 ( 1 年 ) に 関す る お り 、 引 き 続 き 、 こ の 取組 を 行う 。 

と ′6 十分 な 説明 が な く 、 顧 客 控え に も 大 き な 文 字 で 有効 期限 に 関す る 注意 また 、 資 金 決済 法 上 の 認定 資金 決済 事業 者 協会 で ある 一 般 社団 法人 日 本 
有 BlUMI 問 | さか っ た . その 結果 、 年 内 に カー ド の 有効 期間 が 弄 来 し て 無効 に 資金 決済 業 協 会 と も 連携 し 、 有 効 期限 な ど に つい て 、 利 用 者 が 読み や すく 、 
a な っ た と いう 理由 で 翌年 分 の 登録 が で きす 、 業 者 か ら は 資金 決裁 法 が 理解 し や すい よう な 用 語 に より 、 正 確 に 情報 提供 を 行う よう 、 改 め て 前 払 
ます と 玄 い で ある か ら 返 金 し な いと 口頭 で 説明 され 、 残 高 が 未 使 用 で 失効 し 損 を し 式 支 払 手 自 発行 者 に 資金 決済 法 の 趣旨 を 周知 し 、 改 善 を 促し て いく ほか 、 
て し まっ た 。 ーー - ーー - 有効 期限 な ど 利用 者 に と っ て 重要 な 情報 を 変更 し て 発行 する 際 は 利用 者 保 
す 。 資金 決済 法 は 企業 の 利益 に 寄り すぎ て いな いか 。 例 えば 、 プ リ ペ ベイ 護 の 観点 か ら 注意 喚起 を 十分 に 実施 する よう 併せ て 周知 する 。 
ドカ ー ド の 有効 期限 が 短 す ぎる し 、 購 入 時 の 有効 期限 に 関す る 注意 史 加え て 、 有 効 期限 を 含め た 法令 に 基づく 利用 者 へ の 情報 提 供 に つい て 、 
2 東吉 0 林 は 提 后 人 前 払 式 支払 手段 発行 者 ご と の 実態 把握 を 行い 、 相 談 ・ 苦 情 等 が 寄せ られ て 























回 で 






TN 分 析 を 実施 し 、 改 善 を 促し て いく 。 x 


詳しく は 、 金 融 庁 ウェ ブサ イト の | 金融 行 政 モ ニタ ー」| を ご 参照 くだ さい 。 
参考 URL : https://www.fsa.go.jp/monitor/index.html 











※ 金融 行政 モニ ター 委員 (敬称 略 、 五 十 音 順 ) 
井上 聡 者 護 赴 旧 長 島 大 野 沿 松 法 健 事 務 所 パ 語 トカ 周 ) 
神 作 裕之 東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 教授 
佐々 木 百合 明治 学院 大 学 経済 学部 長 ・ 教 授 
永沢 裕美 子 フォ スタ ー・ フ ォ ー ラ ム (良質 な 金融 商品 を 育て る 会 ) 世話 
7 米山 高生 東京 経済 大 学 経営 学部 教授 
和仁 亮 裕 弁護士 (モリ ソン ・ フ ォ ー ス ター 法律 







































































所 シ 三 了 ア ・ カ ウン セラ ー) 
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ml 


[休眠 預金 」 広 報 動画 配信 ・ 人 金融 庁 HP サ イト の リニュ ー ア ル 
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長年 お 取引 の な い 預 金 は あり ませ ん か ? 
10 年 以上 お 取引 が な けれ ば 「 休 眠 預 金 ] に 























































oe 
どう し た か を? し て か らち 一 居る 
使っ て な いな … 










































































休眠 預金 等 活用 法 に 基づき 、 平 成 21 年 1 月 1 日 
以降 の お 取引 か ら 10 年 以上 、 そ の 後 の お 取引 の な 
い 預 金 は 「 休 眠 預 金 |] と な り 、 民間 公益 活動 に 活 年 使 っ て いな い 天 多才 や カー ド は あり ませ ん か ? と か E な と ころ に ある か も し れ ま せん 。 
用 され て いま す 。 a 3 
金融 庁 で は 、 休 眠 預 金 等 活用 法 第 48 条 第 1 項 2 1 i 
の 規定 に 基づき 、 休 眼 預 金 等 の 払い 戻し を 中 心 | 大 や 
に 、 広く 国民 へ の 周知 お よび 理解 促進 を 図る た 


10 年 以上 取引 の 無い 預金 は 休 記 預金 と な り 、 
民間 公益 活動 に 活用 され て いま す 。 








め 、 ポ スタ ー 掲 載 や イン ター ネッ ト 広 告 等 の 広 
報 活動 を 例年 実施 し て いま す 。 











休眠 預金 広報 動画 の YouTube 配 信 


| ャ 
| 
金融 庁 HP 休 眠 預 人 金 サ イト リニュ ー ア ル po UH a 


休 由 預 金 の 有無 、 引 き 出し 手続 き な ど の 詳細 は 、 


それ っ て … 引 き 出せ な く な る っ て こと !712 お 取引 の あっ た 金融 機関 に お 問い 合わ せ 下さ い , 


コロ ナウ イル ス 感染 拡大 に よる 新しい 生活 様 
式 の 浸透 等 に よっ て 、 必 要 な 情報 な ど は スマ ー 
ト フ ォ ン や タブ レッ ト 等 を 利用 し て 入手 する こ 
20 昌 NONSNGSRSDSU VRE 














公金 融 店 








そん な こと は あり ませ ん ! 
休 旗 預金 は 手続 き を すれ ば 引き 出す こと が で きま す ! 
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※ 王 , 百人 

ーー A = 金融 庁 で は 、 オ ン ラ イン の 普及 な ど を 踏ま 
Es om Hes mmw | え 、 イ ンタ ーネット に よる 広報 活動 を 通じ て 、 
ET TO nama me 休眠 預金 に つい て さら に 多く の 方 々 に 目 を 止 
0 の GO2 の NO 主 ま BEISSSSNldii Si 
= < 知 度 の さら な る 向上 を 図る た め 、 幅 広い 年 代 
= に わか りや すく 理解 され る よう 、 8 ョ マ 送 り 
ー の アニ メー ショ ン に よる 休眠 預金 広報 動画 * 
a を 新た に 作成 し 、 現 在 、 動 画 を YouTube ( 金 

= ンジ 41 (| 是 |MGISGGERig 
ーー また これ に あわ せ て 、 既 存 の 金融 庁 HP 休 眠 
預金 サイ ト 内 に 上 記 広 報 動画 を 設置 し た ほか 、 


・ 性 量 灯 会 閑 と な っ た 絡 も 、 選 き 続 き 、 お 窒 引 の あっ た 使 避 酔 果 で 引き 田 す こと が 可能 で す 。 


・ 性 量 灯 会 将 の 在 緑 、 引 き 出 し 季 続 な どの 科 4 引 は 、 お 取引 の あっ た 例 一 居 困 に お 半 い 合わ せ 下 さい 。 


今 一 衝 ご 権 認 下 さい 


また 、 清 帆 や キャ ッシュ カー ド の 所 在 、 命 融 織 彫 に お 民 け の 住吉 や メー ル ア ド レス に 変更 が な いか 、 











1. 栖 双 務 合 等 に つい て 








休眠 預金 の 払い 戻し 方 法 を 中 心 に 














ヽ 


1 リリ 


ク G 凍 罰 コー リー が スト レス な く 知 り た い 
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その 他 、 休 眠 預 金 【 
も 金融 庁 HP 休眠 預金 サイ ト ※3 に 
写す ゆで 、 お 気軽 こざ 門下 きい 。 
































金融 庁 HP 休眠 預金 サイ ト : https://www.fsa.go.jp/policy/kyuminyokin/kyuminyokin.html 











情報 (Q&A 形式 ) が 見 られ る よう 、 サ イト リ 


こ 関 する 詳し い 情 報 な ど 





常設 し て お り 


市 場 へ の メッ セー ジ (課徴 金 納付 命令 勧告 の 解説 

















証券 取引 等 監視 委員 会 (以下 「 証 券 監視 要 ]」 と いい 
ます 。) は 、 抽 告 事案 等 に 関す る 解説 記事 を 「 市 場 へ 
0 ソノ ソ セ ョ ン UI (EE 半 二 偶 突 ウ ョ アリ 人 に 所 者 
し で 時 語 写 。 

Se 2 Melee フ 2 
の の 二 00 の 0 UN まり 

※ UM ッ セ ー ン | の 全文 に つい て 叶 、 族 券 
監視 委 ウ ェ ブ サイ ト を ご 参照 くだ さい 。 sn: ーー 
参考 URL : for investors, with investors 
https://www.fsa.go.jp/sesc/message/20220225-1.html 







































































証券 監視 委 は 、 取 引 調査 の 結果 に 基づい て 、 令 和 主 規制 法人 等 と の 緊密 な 協力 に より 、 日 本 の 金融 商 
3 年 12 月 17 日 、 内 閣 総理 大 臣 及び 金融 店 長官 に 対 品 市 場 の 公正 を 確保 し て いる こと を 、 内 外 に 示す こ 






































し て 課 微 金 納付 命令 勧告 を 行い まし た ※。 と が で きた と 考え て いま す 。 

証券 監視 要 で は 、 こ の よう な クロ スポ ボー ダー 取引 
【 事 案 の 概要 】 に お いて 、 今 後 と も 、 海 外 金融 当局 や 国内 の 自主 規 
本 件 は 、 株 式 会 社 リ ミッ クス ポイ ント (以下 「 リ 関 等 と の 補 携 に より 調査 を 宛 し 、 人 行為 が 
ミッ クス ポイ ント 」 と いい ます 。) が 令 和 元 年 7 月 認め られ た 場合 に は 、 引 き 続 き 厳 正 に 対処 し て いき 








12 日 に 公表 し た 、 子 会 社 で ある 株 式 会 社 ビ ッ ト ポ ます 。 
イン ト ジ ャ パン (以下 「BPJ」 と いい ます 。) の 業 
























































































務 遂 行 の 過程 で 生じ た 損害 に 関す る イン サイ ダー 取 人 
引 事 案 で す 。 i 
課 微 金 納付 命令 対象 者 (以下 「 対 象 ーー aw= ョ ーーー、 ! 、 
者 IS | は 放り と の 彫 で 結っ ックス ポイント ! 
業務 上 の 契約 を 締結 し て いた 海外 法人 ee ! 
の 役職 員 で あり 、BPJ が 管理 する 仮想 ide 
通貨 が 不正 流出 し 損害 が 発生 し た 旨 の 
EE りな が ら 、 そ の 公表 前 ご 。、 ot ! 
自己 の 計算 に お いて 、 リ ミッ クス ポイ (wie 
ント 株 式 を 売り 付け て いま 時 だ R1.7.11 ( 木 ) 439 円 
【 事 案 の 特 色 等 】 し リ | 2 
本 件 は 、 海 外 居 住 の 対象 者 が 海外 の | sa 5 
証券 会 社 に 開設 し た 同人 名 義 の 証券 口 [ ーーーーー 
座 を 使っ て 日 本 国内 で 取引 を 行っ た ク 人 し J 
ロス ボー ダー の イン サイ ダー 取引 事案 tt 


自己 名 義 口座 





EE 
証券 監視 要 で は 、 こ の よう な 海外 か 
ら の 発注 に よる 疑わ し い 取引 に つい て 
も 、 海 外 金 RN 
関 等 と 連携 し て 実態 解明 を 積極 的 に 


US 不作 お 600  l 念 趣 提 東京 証券 取引 所 
委 は 、 海 外 金 融 当局 及び 日 本 取引 所 自 


※ 令 和 3 年 12 月 17 日 公表 、 「 海 外 に 居住 する 株 式 会 社 リ ミッ 0 ント の 子会社 と の 契約 締結 者 の 役職 員 
に よる 内 部 者 取引 に 対す る 課 微 金 納付 命令 の 勧告 に つい て 」! 
9 “ //www.fsa.go.jp/sesc/news/c_2021/2021/20211217- 5 i を ご 参照 くだ さい 。 








注文 の 替 行 

















売 付 価 無 430.500 円 





















































銀行 を ご 利用 の お 客 さ ま へ 
ー 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 を 防ぐ た め に - 


銀行 を ご こ 利 用 の お 客 さ ま へ ヘ へ 


ー 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 を 防ぐ た め に 一 


勿 行 は 、 お 振込 みや 現金 の お 引出 し 、 お 借入 れ な ど に 関す る ご 相談 ・ ご 支援 な ど 、 
生活 の 維持 や 事業 の 継続 に 不可 欠 な 金融 サー ビス の 提供 を 継続 し て まい り ま す . 
今後 も 、 お 客 さ ま の 安全 と 健康 を 守る た め 、「 3 つの 密 」 を 放 け る な どの 各種 取組 み を 行っ て まい り ま す が 、 
お 客 さ ま に は 、 起 行 を 安全 な 場所 と し て 安心 し て ご 利用 いた だ く た め 、 
引き 続き 以下 の 点 に つい て の ご 理解 と ご 協力 を お 願い いた し ます 。 


yy 
ソー シャ ルディ スタ ンス の 確保 


T=>f 


混雑 状況 に より 、 入 店 を お 待 お あい た だ く 場合 が ご ざい ます 。 


02 混雑 を 避け る た め の お 願い 


① お 急ぎ で な い 場 合 は 、 混 雑 予 想 日 を 避け た 
ご 来店 を ご 検討 くだ さい 。 


② お 振込 や (納付 書 に 区 2, マ ー ク が ある) 
納税 手続 等 、 ご 相談 な ど は 、 
窓口 以外 の サー ビス (*) も 
ご 活用 くだ さい 。 
※ATM や イン ター ネッ トバ パン キ ング 、 コ ー ル セン ター な ど 


准 考 販 の 取手 い に つ いて は 、 各 健生 に も 前 い 合わ せい た だ く ぐ か 、 各 銀行 の ウェ プ ブサ イト で ご 確認 くだ さい 、 


ご 来店 時 の 感染 を 避け る た め の お 願い 


__ マ スク 着用 ・ ご 来店 前 の 体調 確認 ご 来店 前 の 体調 確認 


> 


良 時 の お 急 さ の お 手続 き な ど に つい て は 、 各 舞 行 に ご 相談 くだ さい , 
ES 引き 続き マス ク 着 用 な どの 感 委 予 的 対策 に ご 協力 くだ さい 。 


還 記 | ホ 公 の 博 拉 : 肖 箱 が 也 大 され も 日 


3 月 の 混雑 予想 日 


上 町 OA 
EN 2 
Es 還 上 


玉 二 日 押 月 日 、10 日 、15 日 20 日 、25 日 ) 、 且 補 及 日 本 ど は 斉 旨 び 子 克 され ます [2022 キ 2 月 作成) 


通常 通り お 取扱 いし て いる お 取引 例 混雑 を 選 け た ご 利用 を ご 検討 いた だ きた い お 取 引 例 


怖 別 の ご 事 展 が る る 場 会 は 名 天 条 に ご 電 庄 くだ さい 。 


Financial Scrvices Ageney 





先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
( 令 和 4 年 2 月 1 日 2 月 28 日 ) 




















第 208 回 国会 に て 保険 業法 の 一 部 を 改正 する 法律 案 を 提出 (2 月 1 日 
[ソー シャ ル ボ ンド の イン パク ト 指 標 (社会 的 な 効果 に 係る 指標 ) 等 に 関す る 委託 調査 | の 最終 
告 書 (2 月 10 日 ) 
東北 財務 局 が 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 疑似 患 番 の 確認 を 踏ま え 、 金 融 上 の 対応 に つい て 要請 

月 14 日 ) 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を 踏ま ほえ た 当局 へ の 申請 ・ 届 出 等 に お ける 緊急 対応 の 取扱 い に つ 
いて ( 再 周知 ) (2 月 15 日 ) 

貸金 業者 に 対し 、 若 年 者 へ の 貸付 け に 当たっ て は 
遵守 する よう 要請 (2 月 16 
| 金融 分 野 に お ける サイ バー セキ ュ リ ティ 強化 に 向け た 取組 
( 2 月 18 日 ) 

株 式 会 社 武 蔵 野 銀行 の 産業 ーーーーーーーーーーーーーーー ーー 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関す る 神奈 川 県 [ 直ら を 活用 し た 自主 療養 者 へ の 
対応 に つい て (要請 (2 月 25 昌 
金融 関係 団体 等 に ※ 情勢 ・ 原 油 価 格 上 昇 等 を 踏ま えた 資金 繰り 支援 に つい て 要 : 






























































































































































































































































































































































・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 
https://twitter.com/fsa_JAPAN 


・ 金融 庁 で は 、 金 融 機関 及び その 職員 、 学 識 経験 者 や シン クタ ンク 、 事 業 会 社 を は じ め と 
する 金融 行政 に ご 意見 等 を お 持ち の 方 か ら 、 金 融 制度 や 金融 庁 に 対す る 率直 な ご 意見 ・ 
ご 提言 ・ ご 批判 な ど を お 聞き する た め 、「 金 融 行政 モニ ター 制度 」 を 設置 し て いま す 。 


回 貢 半 回 
詳し く は 、 金 融 庁 ウエ ブサ イト の 「 人 金融 行政 モニ ター」 を 9 


ご 参照 くだ さい 。https://www.fsa.qo.jp/monitor/index.html 


編集 後記 
今月 号 6 ページ 目 の 記事 は 「 大 人 と し て 社会 に 旅立つ 若者 へ の 応援 歌 」 。 
題名 か らし て 、 若 者 へ の 想い が あふ れ 出 て いま す 。 


うん こ 先 生か ら 若 年 者 へ の クイ ズ 
6 ^ 過 剰 借入 ・ ヤ ミ 金 利用 の 注意 喚起 > 
この 記事 で は 、 成 年 年 齢 引下げ の 広報 活動 と し て 、 _- 


・ う ん ご ドリ ル の キャ ラク ター を 活用 し た 啓発 動画 
・ 日 本 貸金 業 協会 の YouTube 広 告 が 紹介 され て いま す 。 


クイ ズ 形 式 の 動画 は 考え させ る (笑わ せる ) も の に 仕上 が っ て いる 
- 金融 庁 広幸 室長 齋藤 貴文 
と 思い ます 。 既 に 成年 の 方 も ぜひ ご 覧 くだ さい 。 編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広 報 室 






























































11 (※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 














